
と
製
造
特
化
の
フ
ァ
ウ

ン
ド
リ
ー
企
業
の
分
化

が
進
む
と
考
え
、
後
者

の
先
駆
け
で
あ
る
T
S
M
C
を
創
業
し
た
。

　一
方
、
日
本
は
設
計
製
造
、
前
工
程
も
後
工
程
も

全
て
自
社
内
で
行
う
I
D
Ｍ
（
垂
直
統
合
）
方
式
を

採
用
。
こ
の
戦
略
差
が
明
暗
を
分
け
た
。

　政
治
的
な
対
中
国
戦
略
の
差
も
大
き
く
影
響
し
た
。

天
安
門
事
件
後
、
鄧
小
平
指
導
下
で

年
代

に
中
国
は
改
革
開
放
、
資
本
主
義
化
を
推
進
。
バ
ブ

ル
崩
壊
後
の
「
3
つ
の
過
剰
」
論
を
妄
信
し
て
い
た

日
本
企
業
は
、
中
国
の
巨
大
市
場
と
低
コ
ス
ト
労
働

力
を
目
当
て
に
大
挙
し
て
進
出
。
結
果
的
に
技
術
・

人
材
流
出
、
国
内
生
産
拠
点
空
洞
化
を
招
い
た
。

　一
方
、
台
湾
の
李
登
輝
総
統
は
中
国
投
資
ブ
ー
ム

に
よ
る
技
術
・
資
金
・
人
材
流
出
を
懸
念
し
て
「
戒

急
用
忍
（
急
が
ば
回
れ
）」
と
い
う
方
針
を
打
ち
出
し
、

年
、
対
中
国
貿
易
法
を
制
定
。
重
要
産
業
、

と
り
わ
け
半
導
体
産
業
の
中
国
進
出
を
制
限
し
た
。

　日
本
と
台
湾
の
対
中
国
戦
略
の
差
は
、

そ
の
ま
ま
両
国
半
導
体
産
業
の
盛
衰
を
分

け
た
。

　日
本
の
電
機
メ
ー
カ
ー
は
エ
ル
ピ
ー
ダ
、

ル
ネ
サ
ス
、
キ
オ
ク
シ
ア
等
の
合
弁
企
業
を
立
ち
上

げ
た
ほ
か
、「
あ
す
か
」「
み
ら
い
」「
は
る
か
」
等

の
官
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
相
次
ぎ
、
政
官
財
学
各
界

挙
げ
て
の
巻
き
返
し
に
出
た
。
し
か
し
、
引
き
続
き

「
3
つ
の
過
剰
」
論
の
呪
縛
か
ら
逃
れ
ら
れ
ず
、
コ

ス
ト
削
減
経
営
に
囚
わ
れ
、
中
韓
台
の
み
な
ら
ず
世

界
の
I
T
産
業
や
技
術
革
新
の
時
流
に
乗
り
遅
れ
た
。

と
り
わ
け
、
エ
ル
ピ
ー
ダ
は

年
に
破
綻
に

至
っ
た
。

　主
た
る
責
任
は
当
事
者
に
あ
る
が
、
各
界
リ
ー
ダ

ー
の
認
識
の
甘
さ
も
影
響
し
た
。

年
代
後

半
に
至
る
ま
で
「
半
導
体
は
海
外
か
ら
安
く
買
え
ば

い
い
」
と
い
う
コ
ス
ト
偏
重
の
雰
囲
気
が
漂
い
、
国

内
企
業
を
十
分
に
支
援
し
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、

支
援
し
て
も
当
事
者
の
分
析
・
戦
略
・
経
営
力
が
拙

け
れ
ば
、
結
果
は
一
緒
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　さ
ら
に

年
代
、
技
術
革
新
を
巡
っ
て
世

界
が
激
変
す
る
最
中
、
日
本
は
マ
ク
ロ
経
済
政
策
重

視
の
国
家
運
営
に
終
始
し
、
異
次
元
緩
和
と
称
し
た

呪
術
に
没
頭
し
た
こ
と
が
衰
退
の
決
定
打
と
な
っ
た
。

　経
済
力
、
軍

事
力
に
自
信
を

持
っ
た
中
国
は
、

年

「
一
帯
一
路
」、年

「
中
国
製
造

」
等
の
国
家
戦
略
を
相
次
い
で
発
表
。
覇

権
奪
取
の
意
欲
を
露
わ
に
し
、
米
中
対
立
が
先
鋭
化
。

米
国
に
よ
る
対
中
半
導
体
輸
出
規
制
等
の
動
き
に
連

動
し
、
日
本
へ
の
期
待
も
高
ま
っ
た
。

　し
か
し
、
半
導
体
微
細
化
に
お
い
て
米
台
韓
中
が

1
桁
n
m
（
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
）
の
競
争
を
し
て
い
る

中
で
、
日
本
は
40
n
m
し
か
製
造
で
き
な
い
。
日
本

は
技
術
力
、
競
争
力
に
関
す
る
「
不
都
合
な
真
実
」

に
直
面
し
、
遅
ま
き
な
が
ら

年
か
ら
半
導

体
産
業
再
生
の
動
き
が
本
格
化
し
た
。

　ロ
ジ
ッ
ク
、
メ
モ
リ
ー
、
パ
ワ
ー
・
ア
ナ
ロ
グ
、

製
造
装
置
、
材
料
の
5
分
野
で
官
民
挙
げ
た
取
り
組

み
が
進
む
。
供
給
確
保
を
企
図
し
た
T
S
M
C
工
場

誘
致
、
最
先
端
ロ
ジ
ッ
ク
生
産
を
目
指
す
ラ
ピ
ダ
ス

創
業
に
期
待
が
集
ま
る
が
、
そ
の
背
景
や
留
意
点
に

関
す
る
洞
察
が
必
要
だ
。

　T
S
M
C
が
日
本
で
の
工
場
建
設
に
同
意
し
た
意

図
は
何
か
。
地
政
学
リ
ス
ク
の
観
点
か
ら
は
メ
リ
ッ

ト
は
あ
る
。
し
か
し
、
1
兆
円
に
及
ぶ
建
設
補
助
金

が
あ
れ
ば
こ
そ
だ
。
し
か
も
、
日
本
で
製
造
す
る
の

は
最
先
端
（
最
微
細
）
ロ
ジ
ッ
ク
で
は
な
い
。

　i
m
e
c
が
ラ
ピ
ダ
ス
と
の
提
携
に
合
意
し
た
狙

い
は
何
か
。
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
は
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が

な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
。

　微
細
化
を
追
求
し
て
き
た
「
モ
ア
・
ム
ー
ア
」
の

流
れ
は
、
微
細
化
の
限
界
が
迫
る
中
「
モ
ア
・
ザ
ン
・

ム
ー
ア
」
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
半
導
体
積
層
化
に

必
要
な
F
i
n
F
E
T
や
G
A
A
（
ゲ
ー
ト
・
オ
ー

ル
・
ア
ラ
ウ
ン
ド
）
等
に
関
連
し
て
、
日
本
の
技
術

　11
月
22
日
、
東
芝
は
臨
時
株
主
総
会
を
開
き
、
12

月
20
日
付
で
の
上
場
廃
止
を
決
定
。
不
正
会
計
問
題

発
覚
以
来
の
混
乱
に
終
止
符
を
打
っ
て
再
生
に
取
り

組
む
が
、
日
本
経
済
落
日
の
象
徴
で
も
あ
る
。

　I
M
D
（
ス
イ
ス
国
際
経
営
開
発
研
究
所
）
発
表

の
競
争
力
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
日
本
は

年
代
初
頭
に
1
位
を
誇
っ
た
が
、
現
在
は
35
位
に
転

落
。
こ
こ
か
ら
如
何
に
立
て
直
す
か
。
正
念
場
だ
。

　

年
12
月
7
日
、
I
B
M
が
P
C
事
業
を

中
国
L
e
n
o
v
o
に
売
却
す
る
こ
と
を
発
表
し
、

耳
目
を
集
め
た
。「
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
中
心
の

I
B
M
の
苦
境
」「
日
本
の
電
機
メ
ー
カ
ー
に
と
っ

て
I
B
M
退
場
は
追
い
風
」
と
い
う
受
け
止
め
方
も

少
な
く
な
か
っ
た
が
、
日
本
の
情
報
分
析
力
の
脆
弱

さ
を
証
明
し
て
い
た
。

　I
B
M
は
P
C
事
業
売
却
に
伴
い
約
18
億
ド
ル
の

資
金
を
獲
得
。
後
に
判
明
し
た
こ
と
は
、
I
B
M
は

事
業
の
軸
を
ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
に
移
し
、
獲
得
資

金
を
A
I
ワ
ト
ソ
ン
の
開
発
に
投
下
。
つ
ま
り
、
時

流
の
変
化
を
見
極
め
た
戦
略
転
換
で
あ
っ
た
。
以
下
、

半
導
体
I
C
（
集
積
回
路
）
を
半
導
体
と
略
称
す
る
。

　現
在
、
日
本
は
T
S
M
C
工
場
誘
致
や
ラ
ピ
ダ
ス

と
i
m
e
c
（
ベ
ル
ギ
ー
半
導
体
研
究
所
）
提
携
等

の
話
題
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
が
、
再
び
分
析
や
戦

略
に
お
い
て
ミ
ス
を
犯
さ
な
い
た
め
に
、
日
本
の
半

導
体
産
業
衰
退
の
経
緯
を
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。　半

導
体
製
造
は

年
代
に
米
国
で
始
ま
っ

た
が
、

年
代
に
日
本
の
電
機
メ
ー
カ
ー
が

参
入
。
家
電
製
品
、
電
卓
等
の
最
終
製
品
シ
ェ
ア
を

高
め
て
い
た
こ
と
と
相
俟
っ
て
、
そ
の
中
で
使
用
す

る
半
導
体
も
自
社
生
産
。

年
代
に
最
終
製

品
、
半
導
体
と
も
日
本
の
黄
金
時
代
を
迎
え
た
。

　当
然
、
自
動
車
等
の
他
分
野
も
含
め
た
日
米
貿
易

摩
擦
が
過
熱
。
そ
の
結
果
、

年
に
日
米
半

導
体
協
定
を
締
結
。
米
国
に
ロ
ジ
ッ
ク
分
野
を
渡
し
、

日
本
は
メ
モ
リ
ー
を
選
択
し
た
こ
と
が
誤
算
の
始
ま

り
だ
っ
た
。

　バ
ブ
ル
崩
壊
後
に
日
本
企
業
は
設
備
・
債
務
・
雇

用
の
「
3
つ
の
過
剰
」
削
減
が
賢
策
で
あ
る
と
妄
信

し
、
設
備
投
資
抑
制
と
半
導
体
技
術
者
放
逐
と
い
う

愚
行
に
邁
進
。
こ
の
動
き
は

年
代
も
続
き
、

半
導
体
メ
ー
カ
ー
の
人
材
空
洞
化
と
と
も
に
、
放
逐

さ
れ
た
人
材
が
中
韓
台
企
業
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
、
技

術
移
転
を
助
長
し
た
。

　そ
の
間
、
中
韓
台
へ
の
対
応
に
も
失
敗
し
た
。
日

本
は
経
済
大
国
で
あ
る
と
い
う
過
信
か
ら
、
中
韓
台

を
甘
く
見
た
と
言
え
る
。
中
国
経
済
の
資
本
主
義
化

が
進
む
中
で
勃
興
し
た
起
業
家
と
企
業
を
、
中
国
は

国
際
覇
権
奪
還
に
向
け
た
国
策
と
し
て
支
援
。
そ
の

中
国
の
巨
大
市
場
と
労
働
力
に
目
が
眩
み
、
日
本
企

業
が
大
挙
し
て
進
出
。
技
術
・
人
材
流
出
、
国
内
生

産
拠
点
空
洞
化
を
自
ら
推
進
し
た
。

　韓
国
は
経
済
破
綻
か
ら
の
再
生
の
た
め
、
サ
ム
ス

ン
を
半
官
半
民
の
国
策
企
業
と
し
て
支
援
。
日
本
は

そ
の
サ
ム
ス
ン
を

年
代
末
の
「
半
導
体
先

端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
加
え
、技
術
・

人
材
流
出
を
自
ら
助
長
し
た
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の

国
費
で
同
社
を
支
援
し
た
こ
と
に
な
る
。
サ
ム
ス
ン

を
廉
価
な
メ
モ
リ
ー
半
導
体
供
給
元
と
し
て
し
か
捉

え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
失
態
だ
。

　台
湾
は

年
の
工
業
技
術
研
究
院
（
I

 

T

 

R
I
）
設
立
以
降
、
潘
文
淵
、
曹
興
誠
（
ロ
バ
ー
ト
・

ツ
ァ
オ
）、
張
忠
謀
（
モ
ー
リ
ス
・
チ
ャ
ン
）
の
3

人
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
を
軸
に
半
導
体
産
業
を
構
築
し

た
。
と
く
に
、
米
国
T
I
（
テ
キ
サ
ス
・
イ
ン
ス
ツ

ル
メ
ン
ト
）
幹
部
で
あ
っ
た
張
忠
謀
は
半
導
体
産
業

の
先
行
き
を
予
測
。
設
計
特
化
の
フ
ァ
ブ
レ
ス
企
業

【「
三
耕
探
究
」
と
は
？
】「
学
有
り
、
論
優
れ
ど
も
、
心
貧
す
れ
ば
、
任
に
能
わ
ず
」
と
い
う
考
え
か
ら
、「
耕
学
」「
耕
論
」「
耕
心
」
す
な
わ
ち
「
三
耕
」
の
「
探
究
」
の
重
要
性
を
示
す
筆
者
の
造
語
。

TSMCの創立会長の
モーリス・チャン

T
S
M
C
や
i
m
e
c
の
真
意
を
見
誤
る
な

「
3
つ
の
過
剰
」論
を
妄
信
し
た
日
本
企
業

分析ミス、戦略ミスは許されない。過去の失敗から
学び、現実を直視し、新たな戦略に挑戦できるか。

Photo:AFP=Jiji（左下）／Sipa USA/時事通信フォト（右上）  Photo:Jiji Press（中央）  

ベルギー半導体研究所のCEOと覚書を交わした
ラピダスの小池淳義社長（11月6日）

エヌビディアが展示した最新型「グレースポッパー」

「日の丸半導体」
大塚耕平 参議院議員・早

稲田大学客員教授『三耕探究』集中連載 
⑬
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に
狙
い
を
定
め
て
い
る
と
の
情
報
も
あ
る
。

　パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
、
後
工
程
や
材
料
の
技
術
、
ソ

ニ
ー
画
像
セ
ン
サ
ー
や
キ
オ
ク
シ
ア
多
層
N
A
N
D

フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
ー
、
次
世
代
パ
ワ
ー
半
導
体
、

製
造
装
置
等
、
日
本
が
優
位
な
分
野
の
知
見
を
得
る

こ
と
を
企
図
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。

　T
S
M
C
や
i
m
e
c
等
、
海
外
勢
の
真
意
を
見

誤
る
と
、
結
局
日
本
が
割
負
け
す
る
展
開
と
な
る
。

　T
S
M
C
の
工
場
運
営
を
担
う
の
は
、
T
S
M
C
、

ソ
ニ
ー
、
デ
ン
ソ
ー
等
が
出
資
す
る
合
弁
会
社

J
A
S
M
だ
。
J
A
S
M
が
軌
道
に
乗
れ
ば
ラ
ピ
ダ

ス
と
の
棲
み
分
け
を
ど
う
す
る
の
か
。
競
合
す
れ
ば

お
互
い
に
存
在
価
値
が
低
下
す
る
。

　ラ
ピ
ダ
ス
発
足
の
契
機
は
、

年
に
東
京

エ
レ
ク
ト
ロ
ン
元
社
長
の
東
哲
郎
氏
が
米
I
B
M
幹

部
か
ら
「

n
m
世
代
の
技
術
を
提
供
し
た
い
」
と

打
診
さ
れ
た
こ
と
だ
。
東
氏
は
日
立
半
導
体
部
門
を

率
い
た
小
池
淳
義
氏
と
と
も
に
「
M
t.
F
u
j
i

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
同
社
発
足
に
至
っ

た
。
現
在
、
技
術
習
得
の
た
め
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
約
70

人
が
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
I
B
M
研
究
機
関
に
派
遣
さ

れ
て
お
り
、

年
4
月
試
作
ラ
イ
ン
稼
働
、

年
初
頭
量
産
開

始
の
計
画
だ
。

　ラ
ピ
ダ
ス
の
戦
略
の
中

核
に
あ
る
の
は
T
A
T

（
タ
ー
ン
・
ア
ラ
ウ
ン
ド
・

タ
イ
ム
＝
設
計
か
ら
製
造

完
了
ま
で
の
期
間
）
短
期

化
だ
。
同
社
は
顧
客
の
設
計
支
援
か
ら
最
終
工
程
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
ま
で
一
貫
し
て
担
い
、
T
A
T
を

現
在
の
半
分
に
で
き
る
と
豪
語
す
る
。
需
要
急
拡
大

が
予
想
さ
れ
る
A
I
半
導
体
分
野
で
は
T
A
T
短
期

化
が
鍵
で
あ
り
、
顧
客
の
専
用
チ
ッ
プ
を
い
か
に
速

く
生
産
で
き
る
か
が
業
績
を
左
右
す
る
。

　し
か
し
、
T
S
M
C
も
設
計
サ
ポ
ー
ト
に
腐
心
し

て
い
る
。
ラ
ピ
ダ
ス
は
T
S
M
C
と
何
が
違
う
の
か
。

同
社
は
「
I
D
M
方
式
と
フ
ァ
ブ
レ
ス
・
フ
ァ
ウ
ン

ド
リ
ー
モ
デ
ル
の
融
合
」
と
説
明
し
て
い
る
が
、
そ

の
実
態
は
不
明
だ
。
本
当
に
実
現
す
る
の
か
。

　ラ
ピ
ダ
ス
を
支
え
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形
成
も
課
題

だ
。
提
携
す
る
米
I
B
M
、
G
A
F
A
M
等
、
独
自

の
A
I
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
用
半
導
体
を
求
め
る
顧
客

フ
ァ
ブ
レ
ス
企
業
か
ら
の
受
注
は
期
待
で
き
る
。
米

欧
で
は
T
S
M
C
の
工
場
建
設
が
遅
れ
て
お
り
、
同

社
が
喰
い
込
む
余
地
は
あ
る
。

　し
か
し
、
上
記
の
と
お
り
J
A
S
M
と
の
競
合
が

懸
念
さ
れ
る
ほ
か
、
継
続
的
な
需
要
維
持
が
鍵
と
な

る
。
そ
の
点
は
ラ
ピ
ダ
ス
に
協
力
す
る
I
P

（Intellectual Property
）
ベ
ン
ダ
ー
（
設
計
回

路
情
報
の
提
供
企
業
）
確
保
に
も
影
響
す
る
。

　T
S
M
C
は
数
百
社
の
I
P
ベ
ン
ダ
ー
を
擁
し
て

い
る
。
I
P
ベ
ン
ダ
ー
に
と
っ
て
ラ
ピ
ダ
ス
が
軌
道

に
乗
ら
な
け
れ
ば
、
専
用
I
P
を
開
発
し
て
提
供
す

る
意
味
が
な
い
。
鶏
と
卵
の
関
係
だ
。

　最
終
的
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
工
程
で
も
、
A
I
半

導
体
に
は
高
度
な
チ
ッ
プ
レ
ッ
ト
技
術
が
不
可
欠
。

T
S
M
C
や
サ
ム
ス
ン
は
こ
こ
に
独
自
技
術
を
投
入

し
、
差
別
化
を
実
現
し
て
い
る
。
果
た
し
て
ラ
ピ
ダ

ス
に
で
き
る
の
か
。

　最
先
端
品
製
造
に
欠
か
せ
な
い
E
U
V
（
極
端
紫

外
線
）
露
光
装
置
の
導
入
、
新
材
料
開
発
の
た
め
の

研
究
開
発
投
資
等
、
他
の
課
題
も
山
積
し
て
い
る
。

　A
I
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
等
で
必
要
と
な
る
G
P
U

（
画
像
処
理
装
置
）
や
光
電
融
合
等
の
技
術
開
発
へ

の
対
応
も
課
題
だ
。

　

年
の
映
画
「
バ
ッ
ト
マ
ン
・
ビ
ギ
ン
ズ
」

で
バ
ッ
ト
マ
ン
が
ビ
ル
か
ら
落
ち
て
地
上
に
着
地
す

る
シ
ー
ン
が
あ
ま
り
に
も
リ
ア
ル
な
C
G
で
あ
っ
た

た
め
、「
役
者
が
不
要
に
な
る
」
と
話
題
に
な
っ
た
。

こ
の
C
G
を
実
現
し
て
い
た
の
は
N
V
I
D
I
A
の

ジ
オ
メ
ト
リ
エ
ン
ジ
ン
だ
。

　こ
の
頃
か
ら
N
V
I
D
I
A
が
G
P
U
メ
ー
カ
ー

と
し
て
独
自
の
存
在
感
を
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
。
日

本
が
ま
だ
「
3
つ
の
過
剰
」
論
を
妄
信
し
、
コ
ス
ト

削
減
経
営
、
技
術
者
放
逐
に
腐
心
し
て
い
た
時
期
で

あ
る
。

　

年
の
A
I
画
像
処
理
性
能
を
競
う
国
際

大
会
に
お
い
て
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に

N
V
I
D
I
A
の
G
P
U
を
使
用
し
て
モ
デ
ル
開
発

を
行
っ
て
い
た
加
ト
ロ
ン
ト
大
学
が
圧
勝
。
デ
ィ
ー

プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
は
C
P
U
よ
り
も
G
P
U
の
方
が

適
し
て
い
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
、
A
I
開
発
が
加
速

し
た
。

　N
V
I
D
I
A
の
G
P
U
が
優
れ
て
い
る
の
は
、

同
年
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た

C
U
D
A
（
ク
ー
ダ
）
と

い
う
G
P
U
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
環
境
シ
ス
テ
ム
を
有

し
て
い
る
こ
と
だ
。
画
像

処
理
に
限
定
せ
ず
、
G
P
U
上
で
他
の
演
算
も
可
能

に
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
G
P
U
汎
用
化
を
実
現

し
た
。

　G
P
U
の
フ
ァ
ブ
レ
ス
企
業
N
V
I
D
I
A
に
と

っ
て
、
22
年
来
の
生
成
A
I
普
及
は
強
烈
な
追
い
風

と
な
っ
て
い
る
。
C
h
a
t 

G
P
T
は
同
社
の

G
P
U
を
学
習
用
に
数
万
基
使
っ
て
い
る
。

　N
V
I
D
I
A
の
G
P
U
製
品
は
旧
世
代
の

V

、
A

に
続
き
、
現
在
は
H

が
主
流
。
23
年
8
月
に
は
通
称
グ
レ
ー
ス
ホ
ッ
パ
ー

と
い
う
最
新
型
G
H

が
発
表
さ
れ
、
世
界
で

争
奪
戦
が
起
き
て
い
る
。
A
I
半
導
体
市
場
で
は

N
V
I
D
I
A
の
一
強
状
態
だ
。

　日
本
の
現
状
は
G
P
U
貧
乏
で
あ
る
。
J
A
S
M

や
ラ
ピ
ダ
ス
は
G
P
U
に
ど
う
臨
む
の
か
。

　日
本
の
産
業
技
術
総
合
研
究
所
が
運
用
す
る
A
I

開
発
に
特
化
し
た
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は

N
V
I
D
I
A
の
1
世
代
前
の
A

を

基
、
2
世
代
前
の
V

を

基
搭
載
し
、

約

の
企
業
・
研
究
機
関
が
共
同
利
用
し
て

い
る
。
性
能
及
び
共
同
利
用
と
い
う
制
約

か
ら
、
利
用
で
き
る
計
算
能
力
と
時
間
が

限
ら
れ
る
。
こ
れ
で
は
日
本
の
A
I
開
発

は
世
界
か
ら
一
層
遅
れ
る
。

　国
は
A
I
開
発
事
業
者
に
助
成
金
を
出
し
、

N
V
I
D
I
A
の
最
新
G
P
U
確
保
を
後
押
し
し
て

い
る
が
、
将
来
的
に
J
A
S
M
や
ラ
ピ
ダ
ス
が
独
自

の
G
P
U
提
供
を
目
指
す
の
か
否
か
。
分
析
と
戦
略
、

そ
し
て
経
営
判
断
が
問
わ
れ
る
。

　課
題
は
J
A
S
M
と
ラ
ピ
ダ
ス
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

　A
I
開
発
用
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
消
費
電
力
が

年
ま
で
に
10
倍
以
上
に
な
る
と
予
想
さ
れ

る
中
、
電
力
の
制
御
や
変
換
を
担
い
、
E
V
等
で
の

用
途
も
広
が
る
パ
ワ
ー
半
導
体
は
日
本
が
相
対
的
に

優
位
な
分
野
だ
。

　材
料
に
は
長
ら
く
シ
リ
コ
ン
が
使
わ
れ
て
き
た
が
、

電
力
損
耗
率
低
減
も
限
界
に
達
し
つ
つ
あ
る
。
新
た

な
材
料
と
し
て
実
用
化
が
進
む
の
が
炭
化
ケ
イ
素

（
S
i
C
）、
窒
素
ガ
リ
ウ
ム
（
G
a
N
）
で
あ
る
。

そ
れ
に
続
く
酸
化
ガ
リ
ウ
ム
（
G
a
O
）
は
、
シ
リ

コ
ン
比

倍
以
上
の
性
能
で
あ
り
、
S
i
C

や
G
a
N
を
凌
ぐ
。

　S
i
C
イ
ン
ゴ
ッ
ト
精
製
に
は
シ
リ
コ
ン
以
上
の

時
間
と
費
用
が
か
か
り
、
S
i
C
パ
ワ
ー
半
導
体
価

格
は
シ
リ
コ
ン
製
の
2
〜
3
倍
で
あ
る
。
S
i
C
分

野
へ
の
投
資
が
先
行
す
る
欧
米
勢
を
中
国
勢
が
猛
追

し
て
い
る
。
現
状
優
位
の
日
本
勢
は
「
パ
ワ
ー
半
導

体
革
命
」
と
も
言
え
る
状
況
に
対
処
で
き
る
か
。

　

年
2
月
24
日
、
中
国
「
新
浪
経
済
」
と

い
う
経
済
誌
が
日
本
の
半
導
体
産
業
衰
退
の
要
因
を

分
析
し
た
記
事
を
掲
載
し
た
。
以
下
の
4
点
を
指
摘

し
て
い
る
。

　第
1
に
、
組
織
と
戦
略
の
不
適
切
さ
。
総
合
電
機

企
業
の
1
部
門
と
い
う
制
約
が
足
枷
に
な
っ
た
。

　第
2
に
、
経
営
者
の
資
質
。
海
外
企
業
や
海
外
顧

客
と
直
接
交
渉
で
き
る
人
脈
と
能
力
に
欠
け
て
い
た
。

　第
3
に
、
強
い
排
他
主
義
。
自
社
内
一
貫
生
産
に

拘
り
、
世
界
の
フ
ァ
ブ
レ
ス
・
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
ー
モ

デ
ル
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
。

　第
4
に
、
技
術
重
視
・
経
営
軽
視
の
姿
勢
。
技
術

は
製
品
化
さ
れ
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
市

場
分
析
力
、
製
品
企
画
力
の
脆
弱
性
を
指
摘
し
て
い

る
。　耳

の
痛
い
指
摘
だ
が
、
過
去
の
失
敗
か
ら
学
び
、

現
実
を
直
視
し
、
新
た
な
戦
略
に
挑
戦
し
な
い
限
り
、

「
日
の
丸
半
導
体
」
最
後
の
戦
い
の
道
は
険
し
い
。

　T
S
M
C
が
日
本
に
工
場
を
作
り
、
i
m
e
c
が

ラ
ピ
ダ
ス
と
提
携
す
る
背
後
で
、
か
つ
て
I
B
M
が

P
C
事
業
を
中
国
に
売
却
し
、
A
I
投
資
に
舵
を
切

っ
た
よ
う
な
構
造
変
化
が
起
き
て
い
な
い
か
。

　微
細
化
C
P
U
は
、
労
働
コ
ス
ト
が
低
く
、
巨
額

の
補
助
金
を
用
意
す
る
日
本
に
任
せ
、
欧
米
主
要
メ

ー
カ
ー
の
軸
足
は
積
層
化
、
G
P
U
、
材
料
に
移
行

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

「
日
の
丸
半
導
体
」
に
と
っ
て
、
分
析
ミ
ス
、
戦
略

ミ
ス
は
許
さ
れ
な
い
局
面
だ
。 

1

■ 

筆
者
紹
介

　お
お
つ
か 

こ
う
へ
い

日
本
銀
行
を
経
て
参
議
院
議
員
。
早
稲
田
大
学
客
員
教

授（
早
大
博
士
）、
藤
田
医
科
大
学
客
員
教
授
を
兼
務
。

仏
教
研
究
家
、
歴
史
研
究
家
と
し
て
も
活
動
中
。

米
欧
中
が
追
い
上
げ
る
パ
ワ
ー
半
導
体

日
本
の
A
I
開
発
は
世
界
か
ら
遅
れ
る

ラピダスの北海道・千歳工場の起工式を大々的に報ずる地元メディア（9月1日、HTVニュースより）
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